


せいかつ　上『あおぞら』，下『そよ　かぜ』の特徴
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　学習指導要領に示された内容 (8)「生活や出来事の伝え合い」は , それ自体を単元として取り上げていま
せんが，様々な単元のあらゆる場面で，地域の方や身近な幼児や高齢者，障がい者，外国籍の人などとの交
流を通して，自分のありように気付いていく子どもの姿を示しました。

家族とかかわる

　生活科の学習は，家庭においてもその営みは波及し
て，学んだことが生かされたり，家族が子どもの発見
や気付きを共有し合ったり，育ちを認め合ったりする
姿となって現れてきます。「わたしと　かぞく」「大き
く　なった　ぼく　わたし」をはじめ，様々な学習場
面で家族とのかかわりを位置付け，家庭に始まり家庭
に帰る生活科のありようを示しました。

 物づくりを楽しむ

　「てづくり　おもちゃ」「 すすめ　すいすい号」
「はしれ　はしれ」は，身近な材料を使いながら，
子どもたちの好奇心や冒険心・疑問を引き出すと
ともに，試行錯誤しながらも，動くおもちゃや自
分たちが乗れる船を自分や自分たちの手で作り上
げていく楽しさや達成感を味わうことを大切にし
ています。

伝統的な行事を味わう

　「たんごの　せっく」「たなばた」「おつきみ」「せつぶん」
「ひなまつり」という五節句や祭りなど，伝統的な行事を
取り上げました。
　季節に寄せて，様々な行事を行ってきた人々の営みを
実際に調べたり用意をしたりして行うことで，自分たち
の生活を工夫したり楽しくしたりできる姿を期待します。

 身近な自然とかかわるくらし

　この領域では自然をめぐる ｢原体験｣ を大事
にします。季節を越えて繰り返し野に出ること
により，その自然を心地よいと感じ，自然に応
じる心と体を期待します。

 植物や作物とかかわるくらし

　花や作物を大切に育てたり，自らの手で加工し
食したりすることは，生活者としての原型です。
アサガオやダイズ等を育て，それらを育ててきた
自分や，支えてくれた人やものへの思いを深める
姿を期待します。

 生き物とかかわるくらし

　多数の学校での実践の裏付けをもとに，ヤギを中核にウサギ・
カナヘビなどを示し，１～２年と息の長い活動を大切に表しま
した。なお，下巻でも飼育活動の発展や体験を基にした表現の
具体を示し，生き物とくらしを共にすることの意味を考えてほ
しいと願っています。

地域の人やもの・ことにかかわるくらし

　 自分たちの住んでいる町に出かけ，そこで出会う人々や様々
なもの・こととかかわることで，人々の思いや生き方，考え方，
知恵などを学びながら，ふるさとのよさを感じ取ったり，共生
社会の大切さに気付いていったりする姿を示しました。

いつもの　ばしょ
　　　　　　　　　　　　　(上巻 P26)

いっぱい　みのって
　　　　　　　　　　　　　　(下巻 P32)

いきものと　いっしょ
(上巻P44）

わたしたちが　すむ　町
(下巻P14）

自分の成長や活動を振り返る

　自分の成長や活動の歩みを振り返ることは，自身の
存在感を実感し，周りの人々への感謝の気持ちをもつ
とともに，これからの自分の生活を，より意欲的に充
実させていこうとする育ちにつながります。そこで，
「うれしいな　いちねんせい」から「すごいね　ぼく
わたし」までの各単元の中で，様々な手がかりをもと
に自身の成長を振り返るようにしました。

M

M

（1）　領域的なまとまりとマーク

教科書の構成と単元の内容について
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春 夏 冬秋

一
　
年

二
　
年

　それぞれの単元名の色は，領域的なまとまりを表しています。（●は「自然・行事とかかわるくらし」，　●は「動物・植
物とかかわるくらし」，●は「人・ものとかかわるくらし」）

すすめ　すいすい号
　水遊びをきっかけに，自分たちが乗れ

る舟を作りたいと願い，その実現に向け

て材料を集め，作っては試す活動を繰り

返しながら制作していく。出航のときを

みんなで迎え，成就感や冒険心を味わう

単元。

わたしの　あさがお
　２年生から贈られたアサ

ガオの種をきっかけに，自分

たちの手で作った鉢に種を

まき，発芽から開花までの成

長を見続ける中で，アサガオ

への親しみをもち，植物の命

に触れていく単元。

ひとつぶの　たねから
　アサガオの花を咲かせ，種の数を

数えたり，観察したり，花や葉の特

性を生かした叩き出しや草木染めの

作品を制作する中で，一粒の種のも

つ生命に心を寄せるとともに日常生

活を工夫して豊かにしていく単元。

いっぱい　みのって
　大豆が動物の食べ物になることや，様々に加工され日常の食生活

に欠かすことのできない存在であることに注目して取り組む大豆栽

培学習。成長の観察や地域の方への聞き取り，鳥虫害への対応など，

課題を乗り越えていこうとする単元。

はしれ　はしれ
　身の回りにある材料を

使って走る車を作る中で，

より真っ直ぐに，より遠く

までという願いをもち，試

しては作ることを繰り返し，

車軸の位置や付け方などを

工夫していく単元。

てづくり　おもちゃ
　身近な材料による，い

くつかの手作りおもちゃ

に出会い，自分の興味に

合わせて作っては遊び，

遊んでは作り直していく

単元。

いっぱい　みのったね
　自分たちが育ててきた大豆を収穫し，調理・加工して食したり，お

世話になった方と収穫祝いをしたりする中で，収穫のよろこびを実感

していく単元。

みんなで　行こう
　単元「わたしたちの　すむ　町」の活動から視野を広げて生まれた新た

な課題や願いに寄せた目的地に行くために，自分たちで準備して，その夢

の実現を達成していく単元。

いきものと　いっしょ③ 
　生き物とのくらしを重ねていく中で，新たな命との出会いをはじ

め，様々な飼う活動を通して，より一層対象への思いを深め，ため

込んでいく単元。

いきものと
　　　いっしょ①
　ヤギなどの生き物と直接か

かわることを通して，それら

も自分たちと同じように生命

をもっていることを実感し，

生命あるものへの慈しみの気

持ちを深めていく単元。

たんごの　せっく
　いわれややり方を意欲

的に調べたり，端午の節

句にかかわる活動をした

りして，節句を祝ってく

れる家族の気持ちや大事

にされている自分を感じ

ることができる単元。

はると　なかよし
　学校の行き帰りに見つ

けたものや，朝の会の話

題などをきっかけに，春

の野に繰り返し出かけ，

からだごと春の自然事象

とかかわったり春の恵み

を食したりしながら，自

然に対する感受性を磨い

ていく単元。

もう　すぐ
二ねんせい
　できるように

なったことなど

わかりやすい成

長だけでなく，

目に見えにくい

精神的成長まで

も含めて一年間

を振り返ること

で，自分自身に

自信や希望をも

つとともに，友

や上級生，家族

に感謝の気持ち

をもつ単元。
たなばた
　七夕のいわれを知ったり，星の世界に

浸ったりして，自分たちの願いをもって楽

しい「たなばた」にしていく単元。

おつきみ
　秋を味わうとともに，お月見のいわれ調べやだんご

作り，おつきみ会の準備など，自分たちで季節の行事

を進めていこうとする単元。

まぶしい　なつ
　夏の様々な事象にからだごと思い切りぶ

つかり，夏ならではの体験を重ねていく中

で，友だちや自然とのかかわりを深めてい

く単元。

かがやく　夏
　音を通して夏の風物詩を感じとりなが

ら，日々のくらしや町の様子への視野を

広げて自らの生活を豊かにしてゆく。ま

た，地域の川で水遊びをしたり生き物を

捕ったりする活動を通して，川と生き物

とのかかわりを深め，ふるさとの川への

愛着をもつ単元。

あきが　
　　いっぱい
　秋の野に繰り返

して出かけ，秋

の自然とかかわり

を深め，落ち葉や

木の実などの感触

を味わったり造形

遊びやおもちゃ作

りを楽しんだりす

るなど，情感豊か

に表現していく単

元。

ふゆも  きらきら
　寒さも忘れ雪や氷と思い切り遊ぶ中で，冬ならではの楽

しみを味わったり，お正月の伝承遊びや季節の行事を行っ

たりしながら，春への期待を膨らめていく単元。

うれしいな
　いちねんせい
（あしたも　がっこう
いきたいな）
　幼保小の円滑な連携

が図られるよう，遊び

を中核としながら学校

生活での活動範囲や視

野を広げていく姿をと

らえた。

　地域の人に見守られ

ながらの登下校，遊び

や学校探検などを通し

た上級生や教職員との

出会い，施設等の認知

を通して，自らの手で

生活圏を広げ，楽しく

安心な学校生活を送れ

るようになる単元。

わたしと　かぞく
　家庭の話題から，自分と家族のつ

ながりを考えたり家族の思いに触れ

たりして，家族のかけがえのない一

人として生活していこうとする単元。

すごいね
ぼく　わたし
（もうすぐ
　　三年生）

　二年間の学級

のあゆみや学習

記録を振り返

り，友や家族に

支えられながら

仲間とともに成

長できたことを

実感していく。

二年間の中で見

つけた自分のよ

さや可能性を生

かし，３年生の

生活に夢と希望

を抱く単元。

大きく　なった　ぼく
わたし
　小さいころを振り返ったり

赤ちゃんを抱っこする体験を

したりする中で，自分の成長

には多くの人々の支えがあっ

たことを知り，感謝とよろこ

びをもって生活しようとする

単元。

わたしたちが　すむ　町
　いつもの場所からその先へと興味関心を広げ，自分たちの住む町

に繰り出し，調べたりかかわったりして，地域で生活したり働いた

りしている人々や様々な場所とかかわっていることがわかり，人々

と双方向のかかわりをもって接することで，地域の人々や地域に親

しみや愛着をもっていく単元。

冬と　お正月
　お菜洗いなどの冬支度をきっかけにして，冬

やお正月にまつわる行事を行い，伝統の中に存

在する人々の知恵や心に触れ，生活を豊かにし

ていく単元。

二年目の　春
　上級生になった

よろこびを胸に登

校し，新しい友と

の出会いや教室づ

くりから２年生を

スタートさせてい

く。いつもの場所

に出かけながら，

１年生とは違う意

欲的・自主的な姿

でよりよい学級を

つくっていこうと

する単元。

いきものと　いっしょ②
　生き物の成長に伴う変化に応えて，それ

にかかわる生活をよりよくしていく。ここ

では，特に成長に伴う様々な変化に気付く

とともに，みんなで協力して，生き物にとっ

て具合のよい環境を考えながら，小屋等を

つくり替えていくなど，よりよい世話を求

めていく単元。
ひなまつり
　ひな祭りにかかわるいわれ調べや一連

の活動を通して，ひな祭りを祝ってくれる

家族の気持ち，大事にされている自分や自

分自身の成長を感じることができる単元。

せつぶん
　節分について調べたり，

地域に伝わる節分行事を体

験したりして，自分たちの

豆まき会を通して，自分の

くらしぶりを振り返る単

元。

いきものと　いっしょ④ 
　生き物とともに過ごした日々を

様々な表現活動を通して振り返

り，共に育ってきた自分自身の成

長を実感していく単元。

（2）　2年間の単元配列と内容
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自
然
・
行
事
と
か
か
わ
る
く
ら
し

動
物
・
植
物
と
か
か
わ
る
く
ら
し

はると　なかよし
・いつもの　ばしょ
・はるの　さんぽみち
・はるの　おくりもの

まぶしい　なつ
・わあ　きもちが　いい
・いつもの　ばしょ
・なつの　さんぽみち
・あめふり
・あめあがり
・なつやすみ

たんごの　せっく たなばた

あきが　いっぱい
・いつもの　ばしょ
・あきの　さんぽみち
・あきの　おくりもの
・あきと　あそぼう
・いっしょに　あそぼう

ふゆも　きらきら
・いつもの　ばしょ
・ふゆの　さんぽみち
・ふゆも　げんき
・とうじの　ひ
・たのしい　おしょうがつ
・おしょがつの　あそび
・はるの　ななくさ
・おおゆきの　ひにおつきみ

・おつきみ　したいな
・おつきみ　しよう
・きょうの　つきは
・おつきみかい せつぶん ひなまつり

かがやく　夏
・いきものの　いる　川
・耳を　すませば

冬と　お正月
・冬じたく
・年の　くれ
・お年とりの　じゅんび
・元日の　朝 
・かきぞめ
・小正月

いきものと　いっしょ①
・かって　みたいな
・きょうから　いっしょ
・よろこんで　くれるかな

わたしの　あさがお
・どんな　はなが　さくのかな
・めを　だしてね
・あっ　めが　でた
・おおきく　なって　きたね
・わあ　さいた

いきものと　いっしょ②
・きょうも　げんきかな
・やりたい　こと　いっぱい
・さあ　おはいり
・さむく　なって　きたね

ひとつぶの　たねから
・きれいだな
・のこしたいな

いきものと　いっしょ③
・おかあさんに　なったんだね
・きょうも　あいたいよ

いっぱい　みのって
・だいずを　そだてたいな　・はたけを　かして　ください
・はたけづくり　　　　　　・まめは　生きて　いる
・たねまき　　　　　　　　・あっ　めが　出る　　
・あれっ　　　　　　　　　・大きく　なった　だいず　
・だいずの　おせわ　　　　・かわいい　花だね
・まめの　赤ちゃん

いきものと　いっしょ④
・いつも　いっしょだったね

いっぱい　みのったね
・だいずの　しゅうかく
・何が　つくれそうかな
・生まれかわる　だいず
・しゅうかくいわい

・
自
然
と
か
か
わ
る
・
行
事
と
か
か
わ
る

・
動
物
と
か
か
わ
る
・
植
物
と
か
か
わ
る

（3）　それぞれの領域に含まれる単元一覧
○各単元がどの領域に掲載されているかを示しています。

　　　「自然・行事とかかわるくらし」に掲載

　　　｢人・ものとかかわるくらし｣ に掲載

    　「動物・植物とかかわるくらし」に掲載    　

人
・
も
の
と
か
か
わ
る
く
ら
し

うれしいな　いちねんせい
・きょうから　いちねんせい
・おはようございます
・あそぼうよ
・さようなら　
・きを　つけて　かえるよ
・がっこう　たんけん 
・ここは　どこかな
・なかよしに　なりたいな　
・おはなし　ききたいな
・こうていへ　いこう
・みんなで　はなそう

わたしと　かぞく
・おしえて　いえの　こと
・わたしに　できる　こと
・できるように　なったよ
・こうして　みようかな

もう　すぐ　二ねんせい　
・だいじな　おもいで
・こんな　ことが　あったよ
・ありがとう　一ねんかん

てづくり　おもちゃ

わたしたちが　すむ　町
・みつけた　　　　・おみせやさん
・こうみんかん　　・ふるい　たてもの
・ちいきの　かたりべ 
・つたえあおう　　・人に　やさしい　町
・みつけて　みよう

すすめ　すいすい号
・ういた　ういた　
・ふねを　つくりたいな　
・どんな　ふねに　しようかな
・さあ　のろう

みんなで
　　　行こう
・どう　やった
　ら　行けるか
　な
・しゅっぱつだ

はしれ
はしれ

すごいね
　ぼく　わたし
・楽しみだね
　三年生

大きく　なった　ぼく　わたし
・わたしの　たんじょう
・小さい　ころの　わたし
・大きく　なって　きた　わたし
・ありがとう

・
人
と
か
か
わ
る

・
も
の
と
か
か
わ
る もうすぐ　三年生

二年目の　春　
・いつもの　ばしょへ
・あそこに　行けば
・春の　あじ
・たんぽぽの　ふしぎ

・新しい　教室
・ことしの　ねがい
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学　年 1 年 2年
季　節 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

①　学校と生活

②　家庭と生活

③　地域と生活

④　公共物や公共施設
　の利用

⑤　季節の変化と生活

⑥　自然や物を使った
　遊び

⑦　動植物の飼育・栽
　培

⑧　生活や出来事の伝
　え合い

⑨　自分の成長

内
　
　
　
容
　
　
　
項
　
　
　
目

（1）　「自然とかかわる（野に出る）くらし」を中心とした年間指導計　   画例

　６～７ページに教科書の２年間の単元配列と内容を示しましたが，これをすべて順番に扱おうとす
ると，時数不足や，子どもが主体となる単元展開にならないことが考えられます。教科書に示された
内容を網羅的に扱うのでなく中心的な活動を軸に学習を展開していっても，学習指導要領に示された
内容９項目を押さえることができます。そんな例として３つの指導計画例を載せました。それぞれの
自校の地域の実情・児童の実態に応じて，学級ごとに指導計画案が立てられることが大切です。

あしたも　がっこうに
いきたいな

わた　しと　かぞく

二年目の　春

ひなまつりおつきみ

わたしの　あさがお いきものと　いっ　しょ

わたしたちが　すむ　町

もう　すぐ　二ねんせい

すごいね
ぼく
わたし

はると　
なかよし

あきが
いっぱい

ふゆも
きらきら

冬と お正月

まぶしい
なつ

かがやく　夏

軸となる活動

うれしいな　いちねんせい

みんなで　行こう

　野に出て，友だちや先生と一緒
に遊び，学校の楽しい時を過ごす。

　汚れた衣服や
靴を自分で洗お
うとし，家族の
役割に気付く。

たなばた

　二年目の野に出る
活動に思いを高める。

　さんぽの
途中で見つ
けた竹を使
い，たなば
たを行う。

　おつきみについての
いわれや風習を調べ，
野辺のすすきを使い，
家でお月見を行う。

　交流で学んだこと
を遠く離れた図書館
まで出かけて，さら
に詳しく調べてみる。

　学校での楽しかっ
たことをお家で話し，
お家での出来事を遊
びながら，友だちや
先生に話しをする。

　2 年生からプレゼントさ
れたあさがおの種をまいて，
育てる。

　さんぽの
ときに見つ
けた生き物
を捕まえ，
飼育する。

　野で過ごした一年
間のことを振り返る。

　さんぽで出会う人たちと触れ合い，一緒
に遊んだり，お話を聞いたりして交流する。

　自然や地域の人々とかか
わった二年間を振り返る。

　自然の材料を使って，
私だけのひな人形作りを
楽しむ。

いっぱい　みのって

　さんぽで出
会う農家の人
たちから教わ
りながら，作
物を育てる。

令和２年度版　年間指導計画例
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月 4月 5月 6月 7月 8月 9月      10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合 計
時 数

標 準
時 数

90 102

各教科
領域との
関係

えをみて　　　
はなそう（国語）
　

おもいだして　
はなそう（国語）

１０をこえる数
（算数）

水に触れる遊び
浮く・もぐる遊
び（体育）

なつやすみのこ
とをはなそう
（国語）

ゆうやけ（国語）

ひかりのおくり
もの（図工）

ざ        いりょう
の        へんしん  
            （図工）

ともだちに　
きいてみよう
（国語）

お話や文しょう
を書こう
（国語）

どうぶつの
赤ちゃん（国語）

音楽を楽しもう
（音楽）

いいこと　
いっぱい１年生
（国語）

生
活
科
（
学
級
の
軸
と
な
る
活
動
）

自らの生活を豊かにしていくために低学年の時期に体験させておきたい活動に関する内容

学習対象・学習活動等 思考力，判断力，表現力等 知識及び技能等の基礎 学びに向かう力，人間性等

⑸　身近な自然を観察し
　たり，季節や地域の行
　事にかかわったりする
　活動を行う。

○それらの違いや特徴等
　を見付ける。

○自然の様子や四季の変
　化，季節によって生活
　の様子が変わることに
　気付く。

○それらを取り入れ自分
　の生活を楽しくしよう
　とする。

⑹　身近な自然を利用し
　たり，身近にある物を
　使ったりするなどして
　遊ぶ活動を行う。

○遊びや遊びに使う物を
　工夫してつくる。

○その面白さや自然の不
　思議さに気付く。

○みんなと楽しみながら
　遊びを創り出そうとす
　る。

具体的な視点

キ　身近な自然との触れ合い：身近な自然を観察したり，生き物を飼ったり，
　育てたりするなどして，自然との触れ合いを深め，生命を大切にすること
　ができるようにする。

ク　時間と季節：一日の生活時間や季節の移り変わりを生かして，生活を工
　夫したり楽しくしたりすることができるようにする。

ケ　遊びの工夫：遊びに使う物を作ったり遊び方を工夫したりしながら，楽
　しく過ごすことができるようにする。

　  ぎょうじを 　とことん　　　たのしんじゃおう　大さくせんぎ
ょ
う
じ

　し
ら
べ

　
　

 

〜 

ど
ん
な

　ぎ
ょ
う
じ
が

　あ
る
の
か
な 

〜

　②
③
⑤

たんごのせっく⑤②③

こいのぼりをつくろう

くさだんごをつくろう

しょうぶのはっぱって？

たなばた⑤⑥⑧

あさつゆあつめ ささをさがそう

たなばたかざりをつくろう

たなばたのげきをやろう

ねがいよ　天まで　とどけ

けいろうの日
②③⑧

おじいちゃんた
ちのすきな○○
をしらべよう

おじいちゃんが
よろこぶプレゼ
ントを作ろう

お月見⑤③⑧

夜，かせんじきで
月を見よう

月見だんごを作ろう

月見かざりって
どうする？

年まつ・年し⑤①②

一年のよごれをとろう

お正月のあそびを
しよう

書きぞめをしよう

せつぶん⑤⑧

おにをつくるぞ

まめまきしよう

もものせっく
②⑤⑨

ひなにんぎょ
うをつくろう

ぎょうじにつかう 　やさいを　そだてよう⑦③

じぶんのすきな 　やさいを　そだてよう⑦③②

（2）　「行事とかかわるくらし」を中心にした年間指導計画例  （１年生）
　【内容項目】　①学校と生活　②家庭と生活　③地域と生活　④公共物や公共施設の利用　⑤季節の変化と生活　　⑥自然物を使った遊び　⑦動植物の飼育と栽培　⑧生活や出来事の伝え合い　⑨自分の成長
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　友だちと協力し
合いながら，田中
さんの牧場へ行く
計画を立てること
ができる。

　公共施設などの
正しい使い方やそ
の場に応じた人と
の接し方を身につ
けることができ
る。

　クラスで飼いた
い動物について，
友だちと気持ちを
伝え合いながら決
め出すことができ
る。

　相手に自分の気
持ちや思いをわか
りやすく伝えるこ
とができる。

　自分の考えを伝
え，それに対する
返答について，さ
らに自分の考えを
深めることができ
る。

　親ヤギや子ヤギ
の立場に立って相
手に寄り添って考
えることができ
る。

　ゆきのためにな
ることを考え，自
分なりにかかわっ
たり取り組んだり
できる。

　健康観察や柵作
りをはじめ，普段
の世話を友だちと
協力し合いながら
行なうことができ
る。

　ゆきの成長をよ
ろこびながら，ゆ
きの様子をあたた
かく見守ることが
できる。

　ゆきの結婚のた
めの準備を考えた
り，無事に結婚生
活が送れるように
世話したりでき
る。

　自分たちの活動
を振り返り，相手
に思いが伝わるよ
うにまとめたり，
発表したりでき
る。

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
　地域の人々との
接し方を考えなが
ら，安全で楽しい
春探しの計画を立
てることができ
る。

　ゆきの妊娠を通
し，命の尊さを感
じ，さらにゆきを
大事にする気持ち
をもつことができ
る。

　身近な材料や道
具を工夫して，正
しく使いながら，
ゆきしろランドを
つくり遊ぶことが
できる。

　しろの誕生を機
に，命のつながり
と親子の絆を実感
することができ
る。

　暑い夏を乗り切
るために，親子の
様子をよく見て世
話ができる。

　しろの世話をす
るゆき，ゆきたち
の世話をするわた
したちの生活を見
つめ直すことがで
きる。

　ゆき親子に，さら
においしいえさや
温かい住まいを準
備するための資金
を得る活動に取り
組むことができる。

　ゆき親子にまつ
わる発見や気付き
を友だちに伝えた
り，自分の考えを
主張できたりでき
る。

　ゆき親子との生
活の中での自分の
思いを様々なかた
ちで表現すること
ができる。

　ヤギのことで，
お世話になった方
へ手紙を書いた
り，記念の本作り
に取り組んだりす
ることができる。

　自分たちの活動
を振り返り，共に
成長をよろこび合
い，ゆき親子に感
謝の気持ちをもつ
ことができる。

一

　年

　生

　活

　科

　年

　間

　計

　画

二

　年

　生

　活

　科

　年

　間

　計

　画

学

　
　習

　
　計

　
　画

つ
け
た
い
力

つ
け
た
い
力

学

　
　習

　
　計

　
　画

田中さんの
牧場へ行く
計画③

田中さんの
牧場へ行こ
う④

ヤギと遊ぼ
う③

田中さんにお願
いしよう③

ヤギとの再会
⑥⑦

子ヤギをお借
りしよう⑦

ネーミング⑦ ゆきとの思い出⑦ 思い出をまとめて発表し
よう⑨

ヤギ小屋作り⑦ 大きくなってき
た　ゆき⑦

結婚させたいな⑦

どんなことをしよう⑧

何を飼おう
かな？①

ヤギがいいな⑦
子ヤギについ
て調べよう⑧ えさを用意しよう⑦

ゆきの病気⑦

えさ箱
作り⑦

お世話になった方に
お礼をしよう②⑧⑨

冬のえさを準備しよう⑦

冬囲い⑤⑦
柵作り⑦

ゆきの結婚⑦ ゆきの妊娠⑦

ゆきの世話をする　わたしたち　相手　に寄り添う日々　⑦⑨

・かわいいな
・あったかいよ
・ちょっとこわい

・いっしょに遊ぼう
・もっと一緒にいた
　いな

・子ヤギを迎えよう

・大きさ調べ
・糞の比較
・体重測定

・獣医さんに診てもらおう

・あたたかくしてあげよう

　身の回　りの
自然と触　れ合
いながら，子ヤ
ギたちと　遊ぶ
ことができ　る。

　花の苗を　育て
町の人に買　って
もらうため　の準
備や計画を　立て
実行するこ　とが
できる。

，

あかちゃん誕生⑦ 名前を ｢しろ｣ に
しよう⑦ しろの成長とえさの確保⑦

ゆきお母さ　ん，がん
ばっている　ね⑧

ゆき親子のためにでき
ることをやろう⑦

ゆき親子との別れに向き合う⑦ ゆき，しろ，ありがと
う，さようなら⑦⑨

今年はゆきたちとどん
なことをしよう①⑦

ゆき親子の避難訓練①

ゆきたちとおさん
ぽ⑤⑥

ゆきしろランドづくり⑦

えさの確保のための資金
づくりを考えよう⑦

花の苗を育てて，町の
方々に買ってもらおう③

苗作り⑦ 町たんけん　で知り合ったお
店やさんに　  相談しよう③④

ふれあい広場
で売ろう③④ 花の苗販売③④

資金でおいしいえさを
買ったりもっと温かい
小屋にしたりしよう⑦

残った資金で記念の
本を作ろう①⑨

ゆきしろランドで遊ぼう⑥⑦ 町の方　々に赤ちゃんのことや花
の苗販　売のことを伝えよう②③

ポスター作りと
チラシ配り③

ゆき親子との思い出を
残そう⑦⑧

思い出を発表しよう
お世話になった方へお礼
をしよう⑧⑨

しろの世話をする　ゆき　親子の絆を感じていく日々　⑦⑨

・田中さんに報告しよう

・火災等の場合のゆき親子の避難について考える

・ゆき と しろがよろこぶ遊び場をつくろう

・どこで売ろうか ・たくさん売れるといいな ・完売したよ

・歌づくり ・カルタ作り
・クラスの思い出アルバム作り

・クラス替え ・田中さんと
　の約束 ・一人一人で別れを終う

・成長した自分たちを見
　てもらおう。

（3）　「動物とかかわるくらし」を中心にした年間指導計画例
　【内容項目】　①学校と生活　②家庭と生活　③地域と生活　④公共物や公共施設の利用　⑤季節の変化と生活　　⑥自然物を使った遊び　⑦動植物の飼育と栽培　⑧生活や出来事の伝え合い　⑨自分の成長

・電車の運賃調べ
・時刻表調べ
・電車の乗り方，マナー
・地図で目的地調べ
・あたたかくしてあげよう
・インターネットで当日の天気調べ
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★年間計画の作成にあたっては，全単元を網羅的に扱うのではなく，２年間で学習指
　導要領の９つの内容を扱うことを前提に，地域，学校，学級の実態を考慮して学
　習活動を設定してください。

★内容項目については，中心になるものを太ゴシックで表しています。教師が子ど
　もとともに学習をつくっていく立場から，単元によっては右に示す内容以外の組
　み合わせも考えられます。

⑴　学校，家庭及び地域の生活に関わることを通して，自分と身近な人々，社会及
　び自然との関わりについて考えることができ，それらのよさやすばらしさ，自分
　との関わりに気付き，地域に愛着をもち自然を大切にしたり，集団や社会の一員
　として安全で適切な行動をしたりするようにする。

⑵　身近な人々，社会及び自然と触れ合ったり関わったりすることを通して，それ
　らを工夫したり楽しんだりすることができ，活動のよさや大切さに気付き，自分
　たちの遊びや生活をよりよくするようにする。

⑶　自分自身を見つめることを通して，自分の生活や成長，身近な人々の支えにつ
　いて考えることができ，自分のよさや可能性に気付き，意欲と自信をもって生活
　するようにする。

⑴　学校と生活
⑵　家庭と生活
⑶　地域と生活
⑷　公共物や公共施設の利用
⑸　季節の変化と生活
⑹　自然や物を使った遊び
⑺　動植物の飼育・栽培
⑻　生活や出来事の伝え合い
⑼　自分の成長

１年上巻『あおぞら』

２年下巻『そよかぜ』

単　　元　　名
学　習　指　導　要　領

学 年 の 目 標 内　容　項　目
　
　
　
春
　
　
　
　
　
夏
　
　
　
　
　
秋
　
　
　
　
　
冬

１　うれしいな　いちねんせい （１） （１）（４）（８）

 ２　はると　なかよし （２） （５）（６）（８）

 ３　たんごの　せっく （２） （５）

 ４　わたしの　あさがお （２） （７）

 ５　いきものと　いっしょ① （２） （７）

 ６　たなばた （２） （５）

 ７　まぶしい　なつ （２） （５）（１）（６）（８）

 ８　ひとつぶの　たねから （２） （７）（６）

 ９　いきものと　いっしょ② （２） （７）

10　おつきみ （２） （５）

11　あきが　いっぱい （２） （５）（６）（８）

12　わたしと　かぞく （３） （２）

13　ふゆも　きらきら （２） （５）（１）（６）

14　せつぶん （２） （５）

15　てづくり　おもちゃ （２） （６）

16　ひなまつり （２） （５）

17　もう　すぐ　二ねんせい （３） （９）（８）

単　　元　　名
学　習　指　導　要　領

学 年 の 目 標 内　容　項　目
　
　
　
春
　
　
　
夏
　
　
　
秋
　
　
　
冬

 １　二年目の　春 （１）（２）（３） （５）（７）

 ２　わたしたちが　すむ　町 （１）（２） （３）（４）（８）

 ３　いきものと　いっしょ③ （２） （７）

 ４　いっぱい　みのって （２） （７）

 ５　かがやく　夏 （２） （５）（７）

 ６　すすめ　すいすい号 （２） （６）

 ７　いっぱい　みのったね （１）（２） （７）（８）

 ８　みんなで　行こう （１） （４）（３）

 ９　冬と　お正月 （２） （５）（２）（３）

10　はしれ　はしれ （２） （６）

11　いきものと　いっしょ④ （２）（３） （７）（９）

12　大きく　なった　ぼく　わたし （３） （９）（８）

13　すごいね　ぼく　わたし （３） （９）（８）

学習指導要領に示された学年の目標

学習指導要領に示された内容項目

学習指導要領との関連

16 17



教師用指導書の紹介
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